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【課題の概要】 
海洋一次生産者のラン藻・藻類はウイルス感染することで、

宿主の死滅に伴い有機物の漏出が起こり、海洋の物質循環・

生態系に影響を及ぼす。 
本研究は、ウイルス感染の周期性が、時計仕掛けで生じ、

どのように低次生態系へ波及するのか、さらには海洋システ

ム全体へどのように影響するのか、そのメカニズムを解明し

て、海洋生態系構造の理解を目指す意欲的な研究である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
本研究は、周期性のウイルス感染が海洋における物質循環、

生態系にどのような影響を及ぼしているのかを明らかにする

ことを目指しており、独創的な研究である。 
低次生態系への影響解明にとどまらず、魚類仔稚魚成長な

どの高次生態系への影響を明らかにすることで、海洋管理・

施策の在り方など社会に与える波及効果も大いに期待され

る。 
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